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１

月

議

会

臨

時

会

　

１
月
20

日
、
町
議
会
臨
時
会
が
開
か

れ
ま
し
た
。
南
越
前
町
一
般
会
計
補
正

予
算
案
な
ど
２
議
案
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
９
号
）

　

歳
入
、
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
４
億
６
、 

８
０
１
万
６
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総

額
を
１
２
５
億
４
、
９
６
８
万
２
千
円

と
し
ま
し
た
。

【
歳
入
予
算
の
主
な
内
容
】

▪
出
産
・
子
育
て
応
援
交
付
金

 

３
８
０
万
９
千
円

▪
河
川
災
害
復
旧
事
業
負
担
金

 

８
３
６
万
８
千
円

▪
道
路
災
害
復
旧
事
業
負
担
金

 

３
億
３
、
０
９
２
万
２
千
円

▪
県
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業
補
助
金

 

１
、
３
５
０
万
６
千
円

▪
災
害
支
援
金 

３
５
０
万
円

▪ 

町
債
（
緊
急
自
然
災
害
防
止
対
策
事

業
債
） 

１
７
０
万
円

▪
町
債
（
災
害
復
旧
事
業
債
）

 

　

９
、
３
２
０
万
円

【
歳
出
予
算
の
主
な
内
容
】

▪
被
災
自
動
車
購
入
補
助
金 

３
５
０
万
円

▪
出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金

 

５
７
０
万
円

▪ 

県
単
小
規
模
土
地
改
良
事
業
（
災
害

復
旧
事
業
分
） 

２
、
６
１
５
万
５
千
円

▪
道
路
災
害
復
旧
事
業

 

４
億
１
、
３
６
５
万
５
千
円

▪
河
川
復
旧
事
業 

１
、
０
４
６
万
１
千
円

■
水
道
事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

歳
出
、
歳
入
そ
れ
ぞ
れ
１
億
６
、９
４
６
万 

９
千
円
を
増
額
し
、
予
算
総
額
を
９
億
９
、５ 

５
１
万
３
千
円
と
し
ま
し
た
。

地
域
安
全
貢
献
功
労

感
謝
状
贈
呈
式

　

12

月
16

日
（
金
）
、
役
場
町
長
室
に
て
、
越

前
警
察
署
の
出
村
署
長
か
ら
町
へ
、
地
域
安
全

功
労
に
対
す
る
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
昨
年
町
が
、
町
内
の
全
保
育
施
設

に
「
１
１
０
番
非
常
通
報
装
置
」
を
設
置
す
る
こ

と
に
よ
り
、
防
犯
設
備
の
重
要
性
を
認
識
し
、
安

全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
社
会
づ
く
り
に

貢
献
し
た
こ
と
が
高
く
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

「
１
１
０
番
非
常
通
報
装
置
」
は
、
非
常
時

に
お
い
て
、
よ
り
迅
速
な
警
察
の
臨
場
を
可
能

に
す
る
ほ
か
、
保
育
施
設
内
の
複
数
の
警
告
灯

が
点
灯
す
る
こ
と
に
よ
り
、
全
て
の
施
設
職
員

が
異
常
事
態
発
生
に
気
づ
く
こ
と
が
で
き
る
、

非
常
に
優
れ
た
防
犯
設
備
で
す
。

　

感
謝
状
を
受
け
取
っ
た
岩
倉
町
長
は
、「
こ

の
度
は
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
が
安
心
し
て
住
め
る
環
境
づ
く
り
の
た
め
、

今
後
も
心
強
い
施
設
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。
」
と
述
べ
ま
し
た
。

杣
山
城
を
愛
す
る
会
発
足
式

　

12
月
22
日
（
木
）
南
越
前
文
化
会
館
に
て
、
町

の
貴
重
な
歴
史
的
文
化
遺
産
で
あ
る
杣
山
城
跡

を
保
存
し
、
か
つ
後
世
に
守
り
伝
え
て
い
く
た

め
に
、「
杣
山
城
を
愛
す
る
会
」
の
発
足
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
阿
久
和
区
の
嶋
﨑
洋
さ
ん
が
会

長
に
就
任
し
、
地
元
の
住
民
を
中
心
に
12

人
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

杣
山
城
跡
は
、
昭
和
９
年
３
月
13

日
に
国
史

跡
に
指
定
さ
れ
、
昭
和
54

年
５
月
21

日
に
は
国

史
跡
の
追
加
指
定
を
受
け
て
い
ま
す
。
町
で
は

平
成
30

年
３
月
に
「
史
跡
杣
山
城
跡
保
存
整
備

基
本
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
基
本
計
画
に
基

づ
い
て
、
保
存
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

「
杣
山
城
を
愛
す
る
会
」
の
今
後
の
活
動
は
、

定
期
的
な
勉
強
会
や
視
察
研
修
を
開
催
す
る
ほ

か
、
杣
山
城
を
広
く
周
知
す
る
た
め
、
毎
年
開

催
し
て
い
る
は
す
ま
つ
り
と
連
携
し
た
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
を

検
討
し
て
い

き
ま
す
。

日
華
化
学
㈱
寄
付
贈
呈
式

　

12

月
26

日
（
月
）
、
日
華
化
学
㈱
中
林

義
裕
総
務
広
報
部
長
が
役
場
を
訪
れ
、
手

指
消
毒
剤
１
ℓ
ボ
ト
ル
１
０
０
本
の
ご
寄

付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
中
林
総
務
広
報

部
長
が
「
町
民
の
皆
さ
ま
に
お
使
い
い
た

だ
き
た
い
」
と
目
録
を
手
渡
す
と
、
岩
倉

町
長
は
「
大
切
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
」
と
受
け
取
り
ま
し
た
。

　

日
華
化
学
㈱
は
、
平
成
29
年
度
の
近
畿

地
方
発
明
表
彰
に
お
い
て
、「
非
フ
ッ
素
系

撥
水
剤
」
に
関
わ
る
特
許
が
最
高
賞
で
あ

る
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。
そ
の
技
術

開
発
に
、「
ハ
ス
の
葉
」
の
撥
水
性
に
ヒ
ン

ト
を
得
ら
れ
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に
、
毎

年
、
南
越
前
町
の
花
は
す
公
園
の
環
境
整

備
維
持
へ
の
貢
献
を
目
的
に
ご
寄
付
を
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

い
た
だ
い
た
手
指
消
毒
剤
は
町
内
の
保

健
福
祉
施
設
や
学
校
教
育
施
設
と
温
泉
・

宿
泊
施
設
な
ど
で
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。


